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加工組織の成長過程と維持・成長させるための対策
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加工組織の成長には、生産余力のあるうちに、ビジョンの確認、雇用の確保、設備投資の計画、地域資源の
発掘、および商品開発等の事前の対策を取ることが重要である。
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売上高が成長する過程で労働や設備等の生産余力が減少するが、一旦生産余力が無くなり、新規投資のリス
クが負えなくなると、増産が困難になり成長が停滞した（図1　制限プロセスの５）。

　加工組織の成長要因・阻害要因を明らかにするため、県内の10組織について聞取調査を実施し、経過年数、主
な加工品、設立経緯、理念・目的、今後の方針等を調査したうえで、システム思考（図1の注1）により解析した。
　その結果、加工組織は、売上高の成長とともに、労働や設備等の生産余力が減少するが、一旦生産余力が無く
なり、新規投資のリスクを負えなくなる状況に陥ると、増産が困難となり成長が停滞することが明らかになった。こ
のことから、加工組織の成長には、生産余力があるうちの事前対策が重要である。

社会的な使命感を持つ加工組織は、地域資源を活用しながら需要に応えることで、売上高の成長する過程が
あった（図1　成長プロセス）。


